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【 症例報告 】  

肺腺癌術後 1 7 年目で再発したと考えられた髄膜癌腫症の 1 例  
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【 要旨 】  

症 例 は 6 9 歳 女 性 。 X - 1 7 年 に 左 下 葉 肺 腺 癌 に 対 し て 左 下 葉 切 除 術

を 施行し た （ p S t a g e I A ） 。 X 年に 見当 識障害 や歩 行障 害 が 出現 し 、

頭 部 造 影 M R I か ら 髄 膜 炎 が 疑 わ れ た 。 腰 椎 穿 刺 を 施 行 し 髄 液 細 胞

診 か ら 上 皮 性 悪 性 腫 瘍 に よ る 髄 膜 癌 腫 症 が 疑 わ れ た 。 C E A も 高 値

であり 、手術検体と髄液から E G F R  d e l e t i o n 1 9 を検出し 、術後再発

としての髄膜癌腫症と診断した 。オシメルチニブ投与後、神経症状と

C E A 高値は改善した 。肺腺癌術後 1 7 年目に髄膜癌腫症で再発を認

めた非常に稀な症例と考えられたため報告する 。  
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【 短縮タイ トル 】  

術後 1 7 年目に髄膜癌腫症で再発した肺腺癌の一例  

  


